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リアルタイム・アドバイス／Real-time advice更新日　

授業のねらいとカリキュラム上の位置付け（一般学修目標）
／Course Objectives

教育目標
／Educational Goals

今日の社会福祉が目標としている地域
における福祉、いわゆる「地域福祉」
の理念を理解できること。

我が国で行われてきた地域の相互援助や家族同士の助け合いなど、家庭・地域・職場などの生活場面において支えあいの機能が存在し
ていた。今日の社会保障制度はそのような社会背景のもとに構築されてきている。現代的に聞考えると高齢化・人口減などの課題に対
して、従来のシステムでは対応しきれない状況が現れてきている。人々が生活する、地域社会でこそ、その生活を支えられる新たなシ
ステムが必要とされている。そこで「地域共生社会」をどのように構築すべきかを現代社会の課題ととらえ、その実証的検証を踏まえ
た考察を試み、制度や分野の枠組みを超えた地域社会想像を考察する者である。

達成目標／Course Goals

超少子高齢社会を見据えながら、地域共生社会の構築方法を、グローバルな視点と多文化共生の観点も含めて理解し、社会の在り方を
考察しながら、新しい公共の構築を理解できる。
授業計画（授業の形式、スケジュール等）／Class schedule

第1回：オリエンテーション
第２回：地域とは何か
　　　　ゲマインシャフトとゲゼルシャフトからみる地域、生活圏域という概念を理解する
第３回：共生社会の沿革
　　　　社会保障・社会福祉における地域共生社会の発達史
第４回：障害者と地域共生社会
　　　　障碍者福祉から見る地域共生社会
第５回：教育と地域共生社会
教育問題から見る地域共生社会
第６回：現代日本の現状を社会生活問題から理解する
多文化・多言語状況
第７回：現代社会の現状を労働問題から理解する
　　　　外国人労働者問題と多文化共生の課題
第８回：まとめ

授業時間外学修（事前・事後学修）／Independent Study Outside of Class



事前学習として、厚生労働省「わが子と丸ごと」地域共生社会実現本部『「地域共生社会」の実現へ向けて（当面の改革工程）』平成
29年2月7日を読み内容をまとめておくこと
事後学習として、講義毎に指定された文献箇所を読み、復習すること

地域共生社会、我が事、丸ごと、地域包括ケアシステムキーワード／Keywords

履修上の注意／Notices

教科書／Required Text

参考書／Required Materials

教科書
『共生社会創造におけるソーシャルワークの役割　地域福祉実践の挑戦』ミネルヴァ書房
上野谷加代子編著2020
参考書
『地域の社会学』有斐閣アテルマ森岡清志編著2008
『共生社会を生きる』晃光書房橘木俊詔編著2015

教科書・参考書に関するその他通信欄

筆記試験により評価する。

＜評価基準＞
・達成目標に示す内容を理解しているかにより評価する。

成績評価の方法／Evaluation

関連科目／Related course

リンク先URL
／URL of syllabus or other information

備考／Notes


